
  
 
 
 
 
 
 

感謝の気持ち  
                                                      校  長   矢島 直行  
 

今年は、皆さんにとってどのような年でしたでしょうか。学校でもいろいろな教育活動があり

ました。先日行われました器楽発表会は、表現発表会に続きできることを工夫して行い、子供た

ちの晴れ舞台となりました。  

実施するにあたり、「どのような形式で演奏をすればよいか」「練習をどのようにしたらよい

か」「鑑賞方法はどうするか」等、検討しました。また、「どのように受付を行い、誘導したら

よいか」等、学校だけではなく、ＰＴＡ役員の皆様とも話し合いました。当日、ＰＴＡの方々の

ご協力もいただきスムーズに行うことができました。様々な制約がありましたが、多くの保護者

の方にお越しいただいたことは、子供たちにとって大きな励みになりました。感謝を申し上げま

す。  

また、２年生の生活科では、「町たんけん」が２年ぶりに行われました。今回はグループごと

に分かれてお店を訪ね、インタビューをしました。町たんけんの発表会では、お世話になったお

店の方をお招きしました。子供たちにとって充実した発表会になりました。このように、表現発

表会、器楽発表会、町たんけん等、一つ一つの教育活動に多くの方々のご協力があってはじめて

本校の教育活動を充実したものにすることができました。改めて感謝を申し上げます。  

以前、学校だよりに「当たり前が当たり前」について書きました。学校は勉強をするところで

すから、子供たちにとって分かる授業であること。友達と仲よく遊び、良好な人間関係を築ける

こと。元気に登校した子供たちが学校で安全に生活を送り、元気に帰宅すること。このような当

たり前であるためには、学校は多くの方に支えられています。自分たちがしてもらえることが当

たり前と思うのではなく、常に感謝の気持ちを忘れないことが大切です。  

今年も残すところ１週間となりました。この時期に今年の自分を振り返り、新年に向けて気持

ちを新たにするとともに、お世話になった方々に感謝の気持ちをもつことができるようにしたい

です。  
明日から１４日間の冬休みとなります。年末・年始は家庭や地域において子供たちが日本の伝

統や文化を理解したり、人とのつながりを考えたりするよい機会です。子供と接する時間の長い

冬休みは、ご家族で一緒に考え、話し合うよい機会でもあります。この休みが、皆様にとって充

実したものになることを願っています。  
本年も感染対策に努めながらの教育活動となりましたが、一つ一つの活動を通して子供たちは

成長することができました。本校の教育活動に対するご理解、ご協力に心より感謝を申し上げま

す。どうぞ健康に十分留意され、よいお年をお迎えください。  
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